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孤
立
語
で
あ
る
中
国
語
の
モ
ジ
は
、
こ
の
世
の
全
て
を
書
き
表
わ
す
手
段

と
し
て
創
ら
れ
た
漢
字
以
外
に
は
な
い
。
そ
の
漢
字
の
三
属
性
と
は
一
音

節
が
一
語
（
こ
と
ば
）
で
一
字
、
わ
ず
か
一
音
節
で
あ
っ
て
も
一
つ
の
こ

と
ば
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
つ
の
形
で
以
て
書
き
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い

う
。
基
本
的
で
大
き
な
特
性
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
意
思
の
伝
達
手
段
で
あ
る
こ
と
ば
の
基
本
（
単
純
容
易
）

は
音
声
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
表
記
に
よ
る
も
の
（
文
字
）
に
先
立
つ
優

位
性
が
あ
る
。
文
字
は
、
音
声
言
語
の
こ
と
ば
と
異
な
り
、
表
記
法
を
学

ん
で
初
め
て
可
能
に
な
る
伝
達
手
段
で
あ
る
。
文
字
で
表
現
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
的
確
に
表
記
で
き
る
よ
う
訓
練
が
必
要
で
、
実
際
そ
の
こ
と
ば

は
じ
め
に

　

中
国
語
の
理
解
に
洞
察
が
欠
か
せ
な
い
と
は
、
例
え
ば
初
修
時
で
あ

れ
、
一
つ
の
「
在
」
で
も
言
葉
と
し
て
の
力
強
さ
の
違
い
を
文
字
と
し
て

見
え
る
形
で
は
書
き
分
け
な
い
こ
と
を
知
っ
た
場
合
に
、
気
づ
く
か
も
し

れ
な
い
。
読
む
者
の
理
解
に
よ
り
委
ね
ら
れ
る
長
く
複
雑
な
文
章
や
古
典

の
場
合
に
は
、
洞
察
は
一
層
重
要
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
中
国
語
は
、
形
を
与
え
ら
れ
た
表
記
言
語
で
あ
る
モ
ジ
の

漢
字
の
み
を
用
い
る
孤
立
語
で
あ
る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

内
な
る
コ
コ
ロ
を
表
出
す
る

―
段
注
の
「

」
を
中
心
に
―

大
橋
由
美
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の
意
味
を
真
に
理
解
す
る
に
至
る
に
は
更
に
時
間
を
要
す
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
一
旦
習
得
す
れ
ば
、
僅
か
な
文
字
数
で
簡
潔
に
的
確
に
表

現
者
の
意
図
を
表
わ
せ
、
ま
た
読
み
と
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
難
解
で
あ
り
且
つ
優
れ
る
こ
と
が
特
に
顕
著
と
思
え
る

の
は
古
典
に
於
い
て
で
あ
る
。
古
典
で
は
所
謂
実
辞
を
多
く
用
い
力
強

く
、
明
瞭
簡
潔
な
表
現
が
な
さ
れ
る
が
、
単
な
る
そ
の
連
続
体
で
は
な

く
、
起
伏
が
あ
る
。
孤
立
的
な
性
格
の
言
語
で
は
、
他
の
語
と
の
関
係
を

示
す
必
要
上
、
自
然
そ
の
た
め
の
道
具
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
事
実
、

表
現
上
、
的
確
な
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
の
は
、
そ
の
間
に
適
宜
（
最
少
限

か
も
し
れ
な
い
）
挟
み
込
ま
れ
た
所
謂
助
詞
な
ど
の
働
き
に
よ
る
。
多
用

は
詩
歌
を
収
め
た
『
詩
経
』
に
限
ら
な
い
。
意
味
機
能
の
み
な
ら
ず
表
現

上
で
で
も
起
伏
や
強
弱
を
付
け
る
こ
と
は
、
達
意
の
文
を
可
能
に
す
る
重

要
な
条
件
ゆ
え
、
所
謂
経
書
に
あ
っ
て
は
重
要
で
あ
り
顕
著
と
い
え
る
。

読
む
者
の
思
考
に
切
れ
目
を
教
え
る
こ
と
は
、
孤
立
語
で
語
の
表
記
に
も

活
用
変
化
の
な
い
中
国
語
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
洞
察
を

的
確
且
つ
迅
速
に
効
有
る
よ
う
に
果
た
す
上
で
、
謂
わ
ば
必
要
か
ら
自
然

に
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
所
謂
助
詞
の
類
は
、
ど
の
よ
う
に
創
り
出
さ
れ
、

そ
の
後
ど
う
使
わ
れ
て
き
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
多
様

さ
を
想
え
ば
困
難
を
伴
う
が
、
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
単
に
伝
説
と
し
て
軽
々
に
棄
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
書
以

来
の
伝
え
を
残
す
と
の
論
も
成
り
立
ち
う
る
許
慎
『
説
文
解
字
』（
説
文

と
略
す
）
の
敘
に
み
え
る
造
字
の
動
機
か
ら
、
意
味
の
な
い
こ
と
ば
は
造

ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
と
い
え
よ
う
。
コ
コ
ロ
に
あ
る
思
い
を
音
声
と
し
て

口
か
ら
発
し
、
そ
れ
を
形
あ
る
言
葉
に
し
て
、
記
録
す
る
（
消
え
去
る
音

声
で
は
な
く
形
に
し
て
残
す
）
と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め
に
モ
ジ
は
造

ら
れ
た
。
目
に
見
え
る
そ
の
形
に
は
残
す
べ
し
と
し
て
用
い
た
ひ
と
の
コ

コ
ロ
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
、
意
味
が
あ
る
、
と
受
け
止
め
る
の
が
自
然
で

は
な
か
ろ
う
か
。
漢
字
の
三
属
性
か
ら
無
意
味
な
モ
ジ
は
な
く
、
必
ず
ひ

と
は
そ
の
モ
ジ
に
意
味
を
込
め
伝
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
助
詞
の
類
で
さ

え
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
何
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
付
け
た
り
す
る
こ

と
が
そ
の
機
能
ゆ
え
、
こ
と
ば
に
な
ら
な
い
声
の
そ
の
息
遣
い
を
表
わ
す

モ
ジ
が
喜
怒
哀
楽
や
疑
問
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
コ
コ
ロ
を
伝
え

る
も
の
と
受
け
止
め
る
こ
と
は
、
よ
り
深
い
対
象
の
理
解
へ
と
繋
が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
痛
切
に
自
覚
し
学
問
的
態
度
と
し
て
徹
底
し
た
の

が
東
漢
の
学
問
を
理
想
と
し
た
清
朝
の
乾
隆
・
嘉
慶
期
の
学
者
た
ち
で
あ

る
。
特
に
古
典
言
語
学
、
す
な
わ
ち
小
学
・
字
書
の
分
野
で
一
字
一
句
の

意
味
に
拘
り
根
本
的
且
つ
精
密
な
研
究
を
通
し
て
聖
賢
の
教
え
を
記
し
た

経
書
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
専
心
実
践
し
た
。
い
ま
な
お
高
く
評
価
さ

れ
る
優
れ
た
水
準
の
業
績
を
多
く
残
し
た
歙
派
一
門
の
学
者
た
ち
の
う
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ち
、
戴
段
二
王
の
学
と
称
さ
れ
る
戴
震
を
生
涯
師
と
仰
ぎ
そ
の
よ
う
に
接

し
た
段
玉
裁
は
、
生
涯
を
か
け
て
『
説
文
解
字
注
』（
四
部
分
類
で
は
説

文
之
属
・
文
字
、
以
下
段
注
と
略
す
）
を
著
わ
し
た
。
段
注
は
許
慎
の
時

代
に
見
ら
れ
る
限
り
の
文
字
に
つ
い
て
説
い
た
説
文
の
、
凡
そ
九
三
五
三

字
に
つ
き
一
い
ち
注
釈
を
し
た
も
の
ゆ
え
に
、
段
氏
に
専
著
は
な
く
と

も
、
こ
の
畢
生
の
大
書
に
助
詞
な
ど
の
自
説
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

本
小
稿
で
で
は
、
助
詞
の
類
に
つ
い
て
、
考
証
学
的
な
学
問
態
度
を
堅

持
し
文
字
学
に
専
心
励
ん
だ
段
氏
が
基
本
的
な
考
え
を
説
い
た
「

」
字

下
の
注
を
中
心
に
、
幾
つ
か
の
例
を
参
照
し
考
え
る
こ
と
と
す
る
。（
１
）　

一　

段
注
の
「

」

　

段
氏
の
助
詞
説
の
基
本
を
説
く
九
上
39
ｂ
「

」（
司
部
所
収
の
一
字

目
）
に
つ
き
、
以
下
紙
幅
の
関
係
か
ら
便
宜
上
①
〜
⑥
の
六
段
落
に
分

け
、
論
点
を
略
述
す
る
。
段
氏
は
、
①
〜
⑤
は
説
解
「
意
內
而
言
外
也
」

に
、
⑥
は
説
解
「
从
司
言
」
に
注
し
説
を
展
開
す
る
。（
２
）　

①　

有
是
至
凡
例　

の
字
義
を
説
く
説
解
「
意
內
而
言
外
也
」
の
意
味

を
大
前
提
と
し
、
導
入
と
し
て
明
ら
か
に
宣
言
す
る
。
以
後
、
こ
れ
を
軸

に
整
え
論
據
を
提
示
し
自
説
を
展
開
、
発
展
さ
せ
る
。

②　

全
書
至
是
也　

説
解
に
出
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
語
「
意
」
に

つ
い
て
、
四
つ
の
典
型
的
な
例
を
示
す
。
例
を
挙
げ
る
順
番
は
、
説
文

（
所
謂
大
徐
本
）
所
収
順
で
あ
る
部
首
字
の
字
形
の
連
関
で
は
な
く
、
引

用
の
説
解
も
段
氏
の
考
え
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。

③　

有
言
至
是
也　

②
の
「
意
」（
内
側
に
あ
る
意
図
、
コ
コ
ロ
）
の
働

き
が
理
由
で
あ
る
件
の

は
、
説
文
一
書
で
は
重
要
で
あ
る
と
段
氏
は
考

え
る
。
そ
の

を
含
む
モ
ジ
（
語
）
を
、
②
同
様
に
独
得
の
理
解
・
考
え

に
よ
っ
て
15
例
を
配
列
す
る
。
引
く
各
字
の
説
解
は
、
段
氏
が
根
拠
あ
る

自
説
に
よ
っ
て
改
め
た
。
こ
れ
が
①
「

」
の
具
体
的
な
字
義
で
、
い
わ

ば
「

」
の
諸
相
と
い
え
、
段
説
助
詞
の
本
幹
と
見
な
せ
る
。
こ
の
よ
う

な
原
則
を
述
べ
る
条
で
は
例
外
的
な
こ
と
に
は
触
れ
な
い
の
が
段
氏
の
説

き
方
の
一
般
で
あ
る
（
例
外
は
必
要
に
応
じ
相
応
し
い
そ
の
字
の
段
注
で

触
れ
る
）。

④　

意
卽
至
學
也　

説
解
「
意
內
而
言
外
也
」
中
の
要
と
な
る
二
つ
の
語

で
あ
る
「
意
」（
内
部
の
コ
コ
ロ
）
と
「
言
」（
表
に
出
た
表
現
さ
れ
た
も

の
）
と
の
関
係
を
、
漢
字
の
三
属
性
か
ら
述
べ
た
。
三
属
性
は
造
字
の
意

図
に
基
づ
く
。
モ
ジ
は
造
字
法
に
則
り
創
造
さ
れ
、
六
藝
之
學
、
主
と
し

て
経
書
を
為
す
た
め
に
使
わ
れ
た
、
と
す
る
。
ゆ
え
に
、
最
終
的
に
そ
の

六
藝
之
學
（
経
書
）
に
は
、「
意
」
が
看
て
取
れ
る
と
す
る
。
こ
こ
ま
で

で
、
段
氏
の
「

」
に
対
す
る
基
本
的
な
説
は
一
旦
終
わ
る
。
一
般
に
、
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①
の
よ
う
に
凡
例
と
す
る
以
上
、
段
氏
は
原
則
を
述
べ
る
に
止
め
る
。

⑤　

與
至
一
也　

補
足
的
に
転
じ
て
、
曾
て
よ
り
紛
れ
て
用
い
ら
れ
た

「
辭
」
に
言
及
す
る
。「

」
と
の
類
似
点
は
「
こ
と
ば
」（
単
字
）
と
な
っ

た
場
合
に
あ
る
が
、
元
来
は
異
な
る
（
造
字
の
意
図
、
六
書
）
と
い
う
原

則
を
述
べ
る
。
決
し
て
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
重
要
な
主
張

で
あ
る
。（
３
）　

⑥　

司
者
至
一
部　

造
字
法
は
六
書
の
會
意
に
よ
る
こ
と
を
い
う
説
解

「
从
司
言
」
に
対
す
る
注
で
あ
る
。「
意
」
が
形
と
な
っ
て
外
に
現
れ
モ
ジ

と
な
る
以
上
字
形
は
重
要
で
、
出
来
上
が
っ
た
字
形
に
も
そ
の
「
意
」
が

看
て
取
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。（
４
）　

二　

段
氏
が
挙
げ
る
例
に
つ
い
て

　

②
と
③
に
挙
げ
ら
れ
た
例
に
つ
い
て
詳
細
を
み
る
。
段
注
著
述
の
時
、

即
ち
清
朝
に
至
っ
て
説
文
研
究
が
専
家
に
よ
り
為
さ
れ
る
前
に
は
、
説
文

と
は
宋
代
の
徐
鉉
（
大
徐
）
及
び
弟
で
あ
る
南
唐
の
徐
鍇
（
小
徐
）
が
校

訂
し
た
本
テ
ク
ス
ト

な
ど
で
あ
っ
た
。
一
般
に
は
、
大
徐
の
『
説
文
解
字
十
五

巻
』（
宋
代
奉
勅
校
訂
、
大
徐
本
）
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
段
注
著
述
に

当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
修
訂
し
小
徐
の
『
説
文
解
字
繋
傳
四
十
巻
』（
小

徐
本
）
を
重
用
し
た
と
い
う
。

二 

― 

一　

大
徐
本
と
段
注
と
の
比
較
―
②
と
③
の
例
の
場
合
―

　

先
ず
列
挙
順
及
び
説
解
を
中
心
に
、
大
徐
本
と
段
注
と
の
相
違
を
み

る
。
段
注
で
は
、

及
び
辭
（
十
四
下
23
ａ
）、
ま
た
凡
例
と
す
る

の

19
例
は
、
多
く
は
大
徐
本
の
説
解
を
改
め
た
上
で
挙
げ
る
（
末
尾
の

（　

）
内
は
唐
韻
の
反
切
）。
大
徐
の
説
解
は
説
文
に
出
る
順
に
、
以
下
の

如
く
部
首
順
、
部
首
の
特
徴
を
付
し
示
す
。
な
お
、
親
字
の
①
〜
④
は
段

注
の
Ａ
「
意
」
類
、
１
〜
15
は
段
注
の
Ｂ
「
言
」
類
、
→
の
さ
き
が
大
徐

本
を
改
め
た
段
注
の
説
解
・
詞
に
引
く
14
例
の
説
解
、
と
す
る
。
そ
の
下

に
筆
者
の
補
注
を
小
字
で
記
す
。

二 

― 

一 

― 

一　

重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
語
（
大
前
提
）

詞
：
意
内
而
言
外
也
。
从
司
从
言
（
似
茲
切
）

→

：
意
内
而
言
外
也
。
从
司
言
（
似
茲
切
）

辭
：
訟
也
。
从

、

猶
理
辜
也
。

、
理
也
。

重
文

：
籒
文
辭
从
司
（
似
兹
切
）　　
　

文
六　

重
三

→
説
也
。
从

辛
、

辛
猶
理
辜
也
。

、
理
也
。

　

籒
文
辭
、
从
司
。

大
徐
が
「
訟
あ
ら
そ
う

也
」
と
す
る
字
義
を
誤
り
と
し
て
「
釋と
く

也
」
と
正
す

の
は
、
説
の
説
解
に
拠
る
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
造
字
法
に
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つ
い
て
は
、
大
徐
に
欠
け
て
い
る
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
辛
」
を

補
い
、
会
意
（
从

辛
）
と
す
る
の
は
「
辜つ
み

を
理
め
る
」
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
か
ら
と
い
う
。

二 

― 

一 

― 

二　

大
徐
の
例
と
段
氏
の
校
訂

二
上
１
ｂ
（
八
部
・
气
ガ
ワ
カ
レ
チ
ル
）

９　

：
詞
之
必
然
也
。
从
八
―
八
。
八
象
气
之
分
散
（
兒
氏
切
）

→

之
必
然
也
。
从
八
―
。
象
气
之
分
散
入
聲
（
兒
氏
切
）

で
あ
り
必
ず
然そ

う
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
八
と
―
と
を
構

成
成
分
と
し
て
も
つ
（
分
散
し
て
真
っ
直
ぐ
進
み
ゆ
く
）。
气
の

分
散
し
て
入
る
聲
に
象
る
。

７　

曾
：
詞
之
舒
也
。
从
八
从
曰
、

聲
（
昨
稜
切
）

→

之
舒
也
。
从
八
从
曰
、

聲
（
作
稜
切
）

で
あ
り
舒
び
る
の
で
あ
る
。
八
（
散
り
ひ
ろ
が
る
）
を
構
成
成

文
と
し
て
も
ち
曰
（
い
う
）
を
構
成
成
文
と
し
て
も
つ
。

昨
＝
歯
頭
音
従
母
・
全
濁
→
作
＝
同
精
母
・
全
清
（
類
似
の
字
体
の
誤
り
を

正
す
）

四
上
８
ｂ
（
白
＝
鼻
・
イ
ウ
）

３　

皆
：
倶
詞
也
。
从
比
从
白
（
古
諧
切
）

→
倶

也
。
从
比
从
白
（
古
諧
切
）

俱
に
と
い
う
と
き
の

で
あ
る
。
比
（
な
ら
ぶ
）
を
構
成
成
分
と

し
て
も
ち
白
（
鼻
・
息
が
出
る
）
を
構
成
成
分
と
し
て
も
つ
。

５　

魯
：
鈍
詞
也
。
从
白
鯗シ
ョ
ウ

省
聲
。
論
語
曰
參
也
魯
（
郎
古
切
）

→
鈍

也
。
从
白
魚
聲
。
論
語
曰
「
參
也
魯
」（
郎
古
切
）

鈍
い
と
い
う
ば
あ
い
の

で
あ
る
。
白
（
鼻
・
息
が
出
る
）
を
構

成
成
分
と
し
て
も
ち
、
魚ギ
ョ

（
段
氏
５
部
）
が
そ
の
発
音
。
論
語
曰

「
參
也
魯
」（
郎
古
切
＝
段
氏
５
部
で
あ
る
か
ら
）。

鯗
は
「
側
下
切
。
17
部
。
俗
作
鮓
」
で
あ
る
か
ら
合
わ
な
い
。

２　

者
：
別
事
詞
也
。
从
白

聲
。

古
文
旅
字
（
之
也
切
）

→
別
事
詞
也
。
从
白

聲
。

古
文
旅
（
之
也
切　

古
音
在
５
部　

讀
若
煮
＝
章
與
切･

５
）

十
二
篇
の
也
は
「
从
乁
。
象
形
。
乁
亦
聲
」
で
あ
り
、「
乁
亦
聲
」
に
つ
い

て
段
氏
は
「
故
其
字
在
十
六
十
七
部
之
閒
也
。
余
者
切
。
玉
篇
余
爾
切
。」
と

し
て
大
徐
の
「
象
形
。
羊
者
切
」
を
改
め
る
。
相
違
は
、
聲
母
は
共
に
章
聲

（
正
歯
音
・
全
清
）
で
あ
る
か
ら
、
韻
母
で
あ
る
。
也
は
上
聲
35
「
馬
」、
與
は

上
平
９
「
魚
」　

上
聲
８
「
語
」　

去
聲
09
「
御
」。
韻
母
は
と
も
に
上
聲
と
す

る
と
、
也
は
上
聲
35
「
馬
」（
ヤ
・
羊
者
切
）、
段
氏
16
・
17
部
の
間
、
與
は
上

聲
08
「
語
」（
ギ
ョ
・
魚
巨
切
）、
段
氏
５
部
で
あ
る
か
ら
、
５
部
の
「
者
」
の

諧
聲
符
に
改
め
た
。
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４　

：
詞
也
。
从
白

聲
。

與
疇チ
ュ
ウ

同
。
虞
書
帝
曰

咨
（
直
由

切
）。

→

也
（
実
は
「
誰

也
」
に
す
べ
き
）。
从
白

聲
。

與
疇
同
。

虞
（
実
は
「
唐
」
に
す
べ
き
）
書
曰
帝
曰

咨

こ
こ
は
や
や
修
正
の
必
要
性
程
度
が
弱
く
、
説
解
を
直
ち
に
校
訂
せ
ず
、
段

注
に
て
二
カ
所
言
及
す
る
。

に
改
め
た
だ
け
で
は
字
義
が
不
十
分
ゆ
え
、
ど

の
よ
う
な

で
あ
る
か
証
拠
を
挙
げ
て
、「
人
を
尋
ね
る
コ
ト
バ
」
が
義
と
説

く
。説

解
で
屡
見
え
る
「
虞
書
」
は
「
唐
書
」
で
あ
る
べ
き
と
は
、
凡
例
と
し
て

精
し
く
説
く
「
稘
」
字
下
を
参
照
す
べ
き
と
し
、
こ
こ
で
は
単
に
「
唐
」
と
す

べ
き
と
述
べ
る
の
み
。

６　

：
識
詞
也
。
从
白
从
于
从
知
（
知
義
切
）

→
識

也
。
从
白
于
知
（
実
は
「
从
白
于
知
、
知
亦
聲
」）

重
文
一
：

古
文

説
解
で
は
、
賴
惟
勤
氏
の
所
謂
Ｂ
型
の
會
意
を
Ａ
型
の
三
字
會
意
と
改
め
る

（
即
ち
「
知
る
こ
と
に
つ
い
て
白い

う
」）
が
、
段
注
で
は
更
に
「
从
白
于
知
、
知

亦
聲
」
と
し
て
、
會
意
兼
形
声
と
説
く
。

（
知
義
切
）
は
段
氏
16
部
、
知
（
五
下
25
ｂ
）
は
「
陟
离
切
・
16
部
」

で
、
同
部
ゆ
え
成
り
立
つ
。

五
上
12
ｂ
（
乃
部
・
气
ガ
出
難
イ
）

８　

乃
：
曳
詞
之
難
也
。
象
气
之
出
難
。
凡
乃
之
屬
皆
从
乃
（
奴
亥
切
）

→
曳

之
難
（
実
は
「
者
」
で
あ
る
べ
き
）
也
。
象
气
之
出
難

（
也
）。
凡
乃
之
屬
皆
从
乃
。

仮
り
に
い
え
ば
、
形
容
詞
で
な
く
、
名
詞
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

五
上
13
ｂ
（
兮
部
・
气
が
越
え
て
于ま

が
る
）

12　

：
驚
辭
也
。
从
兮
旬
聲
（
思
允
切
）

　

、
或
从
心
。

→

：
驚

也
。
从
兮
旬
聲
（
思
允
切
）

辭
と

が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
段
氏
は
、
丁
寧
に
校
訂
す
る
。
こ
こ

も
、
語
詞
で
あ
る
べ
き
と
し
、
そ
れ
が
親
字
の
本
義
（
用
法
）
と
す
る
た
め

に
、

の
説
解
を
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
。

五
下
９
ｂ
（
矢
部
・
真
直
ぐ
に
ゆ
く
）

11　

矤
：
況
也
。
詞
也
。
从
矢
引
省
聲
。
从
矢
取
詞
之
所
之
如
矢
也
（
式

忍
切
）

→
況

也
（
実
は
「
兄

也
」
で
あ
る
べ
き
）。
从
矢
引
省
聲
。

从
矢
、
取

之
所
之
如
矢
也
。
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10　

矣
：
語
已
詞
也
。
从
矢
以
聲
（
于
巳
切
）

→
語
已

也
。
从
矢

聲
（
于
巳
切
）

八
上
10
ａ
（
人
部
・
ヒ
ト
の
活
動
）　

八
篇
は
全
体
に
ヒ
ト
関
連
（
行
動

な
ど
）

④　

：
意

也
。
从
人
然
聲
（
人
善
切
）

一
切
改
め
な
い
が
、「
當
作

意
」
と
注
す
る
。

八
上
17
ａ
（

部
・
オ
オ
ク
ノ
ヒ
ト
）

15　

：

詞
與
也
。
从

自
聲
。

虞
書
曰

咎
繇
（
其
冀
切
）

→

與

也
。
从

自
聲
。
虞
書
（
実
は
「
唐
」
に
す
べ
き
）
曰

咎
繇
。（
其
冀
切　

実
は
「
当
然
冀
は
洎キ

（
オ
ヨ
ブ
）
に
作
る
べ

き
」）。

虞
書
は
唐
書
で
あ
る
べ
き
と
は
簡
単
に
述
べ
る
（
稘
下
に
詳
説
ゆ
え
）。

は
段
氏
15
部
、
大
徐
の
反
切
下
字
冀
（
八
篇
）
は
「
从
北
。
異
聲
。
几
利
切
。

古
音
在
一
部
」
ゆ
え
、
洎
（
十
一
篇
上
）「
从
水
。
自
聲
。
其
冀
切
。
按
當
依

釋
文
其
器
反
。
十
五
部
」
と
し
、
同
じ
「
冀
」
で
あ
っ
て
も
改
め
る
べ
き
と
す

る
。

八
下
10
ａ
（
欠
部
・
ア
ク
ビ
・
息
の
出
入
り
や
口
の
動
き
）

①　

：
言
意
也
。
从
欠
从

、

亦
聲
。
讀
若
酉ユ
ウ

（
與
久
切
）

改
め
な
い
。

③　

：
悲
意
。
从
欠
嗇
（
シ
ョ
ク
・
シ
キ
）
聲
（
火
力
切
）

→
悲
意
（
実
は
「
小
怖
也
」
と
す
べ
き
）。
从
欠
嗇
聲
（
所
力
切
）

こ
こ
は
字
義
と
発
音
の
混
乱
が
あ
る
。
諸
書
を
併
せ
て
攷
え
た
と
い
う
。

「
悲
意
」
と
「
火
力
切
」
は
、
今
は
奪
す
る
が
本
来
は
こ
の
字
の
下
（
次
）
に

あ
る
べ
き

字
の
も
の
と
説
く
。

②　

：

無
慙
。
一
曰
無
腸
意
。
从
欠
出
聲
。
讀
若
卉キ

（
丑
律
切
）

→

、
無
慙
。
一
曰
無
腸
意
。
从
欠
出
聲
。
讀
若
屮
。

１　

：
詮
詞
也
。
从
欠
从
日
、
日
亦
聲
。
詩
曰

求
厥
寧
（
余
律
切
）

→
詮
詞
也
。
从
欠
日
、
日
亦
聲
。
詩
曰

求
厥
寧
。

从
Ａ
从
Ｂ
型
で
な
く
、
从
Ａ
Ｂ
型
で
文
と
し
て
成
立
す
る
（
＝
口
を
開
け

て
い
う
）
よ
う
解
す
る
會
意
と
説
く
。

八
下
12
ａ
（
旡
部
・
欠
の
反
転
形
。
息
が
つ
ま
る
）

13　

：
屰
惡
驚
詞
也
。
从
旡
咼
聲
。
讀
若
楚
人
名
多
夥
（
カ･

ワ
）（
乎

果
切
）

→
屰
惡
驚

也
。
从
旡
咼
聲
。
讀
若
楚
人
名
多
夥
（
乎
果
切
）
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９
上
15
ｂ
（
鬼
部
・
死
ん
だ
ヒ
ト
）

14　

：
見
鬼
驚
詞
。
从
鬼
難
省
聲
。
讀
若
詩
受
福
不
儺
（
ダ
）（
諾
何

切
）

→
見
鬼
驚

。
从
鬼
難
省
聲
。
讀
若
詩
受
福
不
儺
。

二 

― 

二　

段
氏
の
例
の
特
徴
―
②
と
③
の
例
か
ら
―　

　

二 

― 

一
を
大
前
提
と
し
段
注
の
各
字
に
つ
い
て
ど
の
点
を
改
め
た
か
に

焦
点
を
絞
り
詳
説
す
る
。
こ
の
修
正
点
及
び
こ
こ
で
の
説
が
、
段
玉
裁
の

虚
辞
と
助
辞
に
対
す
る
考
え
方
、
助
辞
説
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二 

― 

二 

― 

一　

段
説
の
理
解
＝
基
本
的
な
考
え
の
実
例　

　
「
意
」
と
「

」
と
の
例
を
、
段
注
が
挙
げ
る
順
に
見
る
。

二 

― 

二 

― 

一　

Ａ
「
意
」
類
（
上
述
の
①
～
④
を
付
す
）

①　

：
言
意
也
：
コ
コ
ロ
を
口
に
す
る
。

②　

：
咄

、
無
慙
。
一
曰
無
腸
意　

心
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

恥
知
ら
ず
と
も
い
う
。　

③　

：「
小
怖
也
」（「
悲
意
」
で
は
な
い
）　

ち
ょ
っ
と
怖
が
る
（「
悲

し
い
気
持
で
あ
る
」
で
は
な
い
）。

④　

：
意

也
（
當
作
「

意
也
」）　

コ
コ
ロ
（
気
）
が
弱
い
（
当
然

「
よ
わ
い
コ
コ
ロ
で
あ
る
」
で
あ
る
べ
き
）。

①
が
「
コ
コ
ロ
を
表
に
出
す
（
口
に
す
る
）」
と
強
い
意
志
を
い
い
総

論
的
で
あ
る
。
以
下
は
「
欠
」
部
に
属
す
の
で
そ
の
口
に
す
る
動
機
で
あ

る
「
意
」
の
相
違
で
、
積
極
性
・
大
胆
さ
に
始
ま
る
。（
極
端
な
場
合
は
、

恥
知
ら
ず
と
も
思
え
る
ほ
ど
）
口
に
し
た
い
と
い
う
強
い
コ
コ
ロ
に
動
か

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
消
極
的
と
な
り
、
怖
気
づ
き

弱
気
と
な
り
、「
人
」
部
に
終
わ
る
。
人
の
そ
の
コ
コ
ロ
が
失
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
な
お
、
④
の
次
に
段
注
で
配
さ
れ
る

は
「
弱

也
」
で
原
則
通
り
に
字
義
の
連
関
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、「

意
」
に
当

然
、
作
る
べ
き
と
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
は
「
意
者
、
志

也
」
と
言
う
。（
５
）　

二 

― 

二 

― 

二　

Ｂ
「

」
類
（
上
述
の
１
～
15
の
番
号
を
付
す
）

Ｂ
「

」
類
は
、
Ａ
「
意
」
類
に
関
係
が
深
い
欠
部
の

か
ら
始
ま
る
。

１　

：
詮

也　

詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
を
い
う
（
と
き
の
こ
と
ば
）。

段
氏
は
、
詩
経
に
見
え
る

イ
ツ

は
聿ヒ
ツ

・
遹イ
ツ

・
曰エ
ツ

の
正
字
と
注
す
る
の
で
、「
の

べ
る
」。
ま
た
以
下
に
の
べ
る
こ
と
を
い
い
起
す
こ
と
ば
と
解
す
と
考
え
ら
れ

る
。

２　

者
：
別
事

也　

事
を
分
か
ち
（
者
字
以
下
で
明
ら
か
に
し
て
）
示
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す
（
と
い
う
と
き
の
こ
と
ば
）

３　

皆
：
俱

也　
（
他
に
お
な
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
）
統
べ
ま
と

め
る
（
と
い
う
と
き
の
こ
と
ば
）

４　

：

也
（
実
は
「
誰

也
」）　

誰
（
疑
問
の
こ
と
ば
）
（
６
）
　

５　

魯
：
鈍

也　

樸
す
な
お
で
に
ぶ
い

鈍
さ
（
を
い
う
と
き
の
こ
と
ば
）

「
国
に
山
水
が
多
く
、（
そ
れ
で
）
人
々
の
性
質
が
樸
鈍
で
あ
る
」（『
釋
名
』）

と
風
土
や
土
地
柄
の
特
質
と
し
て
あ
り
得
る
こ
と
を
以
っ
て
注
す
（
能
力
知
力

の
そ
れ
で
は
な
い
）。

６　

：
識

也　

知
る
こ
と
ば

し
る
程
度
が
す
ば
や
く
賢
い
の
で
、
こ
と
ば
を
口
か
ら
矢
の
よ
う
に
速
く

発
す
る
。
内
な
る
コ
コ
ロ
で
認し識
る
こ
と
が
速
い
（
の
で
口
か
ら
速
く
発
す

る
）
（
７
）
　

７　

曾
：

之
舒
也　

こ
と
ば
の
舒
び
ひ
ろ
が
り
ゆ
る
む
さ
ま

「
曾
之
言
乃
也
」
と
い
い
古
訓
は
乃
。
曾か
つ
て經

は
今
義
で
、
本
来
は
曾
孫
の
よ

う
に
「
曾
層
益
壘
」、
つ
ま
り
重
な
る
・
ま
す
意
で
あ
る
と
説
く
。
ゆ
え
に
８

乃
が
続
い
て
配
さ
れ
る
。
ま
た
嘗
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、「
絶
非
語
気
」
と
い

い
、
実
質
的
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
。

８　

乃
：
曳

之
難
也　

こ
と
ば
を
曳
く
こ
と
が
難
し
い
さ
ま

汝
・
如
・
若
な
ど
と
同
じ
（
一
語
之
転
）
で
曳
き
の
ば
す
が
矯
め
る
場
合

が
あ
る
、
つ
ま
り
こ
と
ば
を
伸
ば
し
て
転
じ
る
こ
と
を
い
う
が
、
そ
れ
が
難
し

い
さ
ま
を
い
う
。

９　

：

之
必
然
也　

こ
と
ば
の
必
然
的
で
あ
る
さ
ま
（
そ
の
よ
う
で

あ
る
）「

尓
之
言
如
此
」
と
説
く
。
単
独
の
此こ
れ

、
或
い
は
爾な
ん
じ

と
訓
じ
る
こ
と
も
あ

る
が
、「
語
助
有
用
耳
者
、
與
爾
絶
殊
。
…
耳ジ

之
言
而ジ

已イ

ノ
ミ
也
」
と
い
い
、

近
ご
ろ
の
人
は
爾
と
耳
を
区
別
し
な
い
と
い
う
。「
必
ず
然そ

う
で
あ
る
」
意
を

表
わ
す
と
い
う
が
、
限
定
的
な
働
き
と
解
し
て
も
文
末
の
ノ
ミ
は
除
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

10　

矣
：
語
巳

也　

コ
コ
ロ
が
已
み
（
連
れ
て
已
む
）
そ
の
と
き
の
コ

ト
バ

11　

矤
：
兄

也　

増
益
す
る
と
き
の
コ
ト
バ

コ
ト
バ
を
付
け
足
し
益
す
つ
も
り
の
と
き
の
コ
ト
バ
で
、
段
氏
当
時
も
既

に
こ
の
よ
う
に
用
い
る
と
注
を
す
る
。

12　

：
驚

也　

驚
く
コ
コ
ロ
を
コ
ト
バ
に
す
る
と

で
あ
る
。

（
重
文
は
「
从
心
」）　

驚
き
懼
れ
る
コ
コ
ロ
を
表
わ
す
と
す
る

13　

：
屰
惡
驚

也　

悪
む
こ
と
に
遭
い
驚お
ど
ろ駭
く
コ
ト
バ
（
カ
と
発

音
）

例
え
ば
、
鬼
（
亡
く
な
っ
た
ヒ
ト
・
こ
の
世
の
も
の
で
な
い
）
を
見
て
驚

駭
い
た
と
き
（
が
そ
う
だ
が
）
は
、
次
の
例
の
14

で
あ
る
。
假
借
し
て
禍

（
音
は
カ
、
ワ
ザ
ワ
イ
）
と
す
る
。
13
と
14
は
字
義
の
関
連
に
よ
っ
て
配
列
。
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14　

：
屰
鬼
警

也　

鬼
を
見
れ
ば
驚
駭
く
。
そ
の
と
き
の
コ
ト
バ
が

で
あ
るは

奈ナ

カ何
の
合
聲
（
音
は
ナ
。
ナ
ゼ
ダ
、
理
解
で
き
な
い
）
で
あ
る
。
凡
そ

驚
い
た
と
き
の
コ
ト
バ
は
「
那
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
他
な
ら
ぬ

で
あ
る
と
い

う
。
（
８
）　

15　

：
衆
與

也　

多
く
の
者
が
與
わ
る
と
い
う
コ
ト
バ

　

コ
ト
バ
の
使
命
は
コ
コ
ロ
を
可
能
な
限
り
表
わ
す
点
に
あ
る
ゆ
え
、

『
詩
経
』
に
見
え
る
由
緒
正
し
い
１

（
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
を
い
う

こ
と
ば
・
言
い
始
め
る
こ
と
）
か
ら
始
ま
り
、
コ
コ
ロ
を
表
現
す
る
様
々

な
場
面
（
表
出
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
コ
コ
ロ
の
諸
相
）
ご
と
に
、
そ
れ
を

表
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ト
バ
を
挙
げ
て
ゆ
く
。

　

１
を
受
け
そ
の
述
べ
方
と
し
て
、
先
ず
清
朝
の
学
者
と
い
う
べ
く
達
意

の
表
現
に
関
わ
る
２
者
（
事
を
分
か
ち
以
下
で
明
ら
か
に
し
て
示
す
）
を

出
し
、
次
に
は
そ
の
対
に
あ
る
３
皆
（
他
に
お
な
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
統
べ
る
）
を
置
く
。

　

続
い
て
、
達
意
を
理
想
と
す
れ
ば
不
明
な
こ
と
は
質
す
の
で
４

（
誰
・
問
う
こ
と
ば
）
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
５
魯
（
樸
鈍
な

人
）、
つ
ま
り
「
分
か
ら
な
い
」
と
対
と
見
な
せ
る
６

（
知
る
）
に
先

立
ち
、
識
（
三
上
12
ｂ
）
と
の
関
連
を
説
い
て
、「
意
也
」
と
結
び
つ
け

る
。
こ
こ
ま
で
は
、
説
解
に
「
○

也
（
○
を
い
う
と
き
の
コ
ト
バ
）」

と
あ
る
系
統
で
、
以
下
に
一
旦
９
ま
で
「

之
○
也
（
何
か
を
い
う
の
に

使
う
コ
ト
バ
の
状
態
な
ど
）」
が
続
き
、
再
び
10
か
ら
「
○

也
」
に
戻

る
。

　

７
曾
（
こ
と
ば
の
舒
び
ひ
ろ
が
り
ゆ
る
む
さ
ま
）
と
は
同
じ
「
曳
く
」

用
法
だ
が
差
異
（
つ
ま
り
析
言
・
統
言
に
相
当
）
の
あ
る
８
乃
（
こ
と
ば

を
曳
く
こ
と
が
難
し
い
）
に
続
き
、
９

（
こ
と
ば
の
必
然
的
で
あ
る
さ

ま
・
そ
の
よ
う
で
あ
る
）
と
並
ぶ
。

　

再
び
次
に
「
○

也
（
○
を
い
う
と
き
の
コ
ト
バ
）」
型
に
戻
る
が
、

や
や
前
の
場
合
と
異
な
る
。
具
体
的
な
「
コ
コ
ロ
」
の
表
明
を
主
目
的
と

す
る
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
コ
コ
ロ
が
ど
う
感
じ
た
か
と
い
う
よ
う
な
何
が

し
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
す
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

先
ず
コ
ト
バ
を
切
る
と
き
で
、
そ
れ
に
対
す
る
さ
ら
に
加
添
す
る
と
き

の
コ
ト
バ
が
続
く
。
10
矣
（
コ
コ
ロ
が
已
む
に
連
れ
て
コ
ト
バ
が
已
む
と

き
の
そ
の
コ
ト
バ
）
と
11
矤
（
コ
ト
バ
を
付
け
足
し
益
す
つ
も
り
の
と
き

の
コ
ト
バ
）
で
あ
る
。

　

最
後
に
お
か
れ
た
ま
と
ま
り
は
、
以
上
が
具
体
的
或
い
は
実
態
が
み
え

な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
の
コ
コ
ロ
の
表
出
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
意
味
で

通
常
の
言
語
表
現
の
場
面
で
使
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
一

系
統
は
、
そ
れ
以
外
で
使
用
場
面
は
限
ら
れ
る
特
殊
の
状
況
に
あ
り
、
そ
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の
典
型
は
神
鬼
に
対
し
た
と
き
の
人
の
コ
コ
ロ
を
表
わ
す
コ
ト
バ
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
13
と
14
は
一
般
的
か
特
殊
な
状
況
下
（
儀
式
）
か
の
違
い
が

あ
る
が
、「
驚
き
発
す
る
」
と
い
う
共
通
の
字
義
の
関
連
が
あ
る
。
多
く

の
も
の
に
関
わ
る
こ
と
を
い
う
『
書
』（
唐
書
）
に
見
え
る
15
で
結
ぶ
。

　

12

（
驚
く
コ
コ
ロ
を
コ
ト
バ
に
す
る
・
驚
き
懼
れ
る
コ
コ
ロ
を
表
わ

す
）、
13

（
悪
む
こ
と
に
遭
い
驚
駭
く
コ
ト
バ
）、
14

（
鬼
を
見
て
驚

駭
き
発
す
る
と
き
の
コ
ト
バ
）、
15

（
多
く
が
與
わ
る
と
き
の
コ
ト

バ
）。

　

Ｂ
「

」
類
は
、
Ａ
「
意
」
類
を
受
け
た
具
体
的
な
コ
ト
バ
が
、
段
氏

の
コ
ト
バ
の
差
異
に
対
す
る
細
や
か
な
感
覚
が
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
配
列

さ
れ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
そ
の
流
れ
は
１
（
欠
部
）
に
始
ま
り
15
（

部
）
に
終
わ
る
。
コ
コ
ロ
も
コ
ト
バ
も
ヒ
ト
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
元
よ
り
Ａ
「
意
」
類
は
全
て
ヒ
ト
に
関
す
る
部
首
が
多
く
連
な

る
八
篇
に
の
み
あ
り
、
Ｂ
「

」
類
で
は
最
後
に
ま
と
め
て
置
か
れ
た
も

の
（
特
殊
な
状
況
）
が
八
篇
や
ヒ
ト
に
関
す
る
部
首
に
属
す
。

三　

お
わ
り
に
―
段
氏
独
得
の
説
と
し
て
―

　

段
注
は
、
許
慎
の
時
代
に
み
ら
れ
た
説
文
の
九
三
五
三
字
に
つ
い
て
、

各
文
字
が
持
つ
漢
字
の
三
属
性
に
つ
い
て
用
法
も
併
せ
、
逐
一
解
釈
し
た

も
の
で
あ
る
。
西
暦
一
〇
〇
年
当
時
、
コ
ト
バ
で
あ
り
モ
ジ
と
な
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
に
施
さ
れ
て
い
る
。
段
玉
裁
の
当
時
に
至
っ
て

は
、
経
書
な
ど
に
残
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
果
た
し
て
如
何
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
一
五
〇
〇
年
以
上
隔
た
り
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ
た
コ
ト
バ
の

変
遷
は
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
音
（
声
）
と
形
の
隔
た
り
が
大
き
い
だ
け

で
な
く
、
そ
の
隔
た
り
を
反
映
し
て
形
が
変
化
し
、
形
が
変
わ
る
と
義
が

さ
ら
に
そ
の
形
に
合
っ
た
も
の
に
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と
は
段
氏
が

随
所
で
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。　

　

例
え
ば
、
11
矤
で
「
今
俗
所
云
已
如
是
（
今
俗
に
い
う
と
こ
ろ
は
已
に

こ
の
よ
う
だ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
注
を
す
る
場
合
に
屡
し
ば
段
氏
が
生

き
た
当
時
の
俗
語
や
方
言
を
引
い
て
説
文
の
説
く
と
こ
ろ
の
証
拠
と
す

る
。
解
説
す
べ
き
当
該
字
が
経
書
類
に
見
え
な
い
場
合
に
証
拠
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
多
い
が
、
身
近
に
今
な
お
生
き
る
古
語
と
し
て
分
か
り
易
い

解
説
と
な
る
と
も
い
え
る
。
（
９
）

本
小
稿
で
、
段
氏
が
Ａ
類
と
Ｂ
類
と
で
挙
げ

た
例
は
、
確
か
に
説
文
に
収
め
ら
れ
た
由
緒
正
し
き
モ
ジ
で
は
あ
る
が
、

既
に
経
書
類
に
見
え
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
必
ず
し
も
常
用
・
実
用

と
は
限
ら
な
い
。
韻
書
や
義
書
、
他
の
字
書
類
に
の
み
で
あ
れ
残
っ
て
い

れ
ば
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
最
早
解
釈
困
難
な
モ
ジ
と
い
う
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
助
辞
に
つ
い
て
専
著
を
著
わ
す
場
合
は
、
著



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 302 —

述
の
動
機
と
し
て
、
理
解
が
容
易
で
な
い
助
辞
の
そ
の
意
味
と
用
法
を
説

き
使
う
者
に
益
す
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
必
ず
あ
り
、
そ
れ
が
重
要
で

あ
る
と
は
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
段
注
で
で
は
、
仮
に
助
辞
に
関
心
が

あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
選
択
的
に
説
く
べ
き
助
辞
相
当
の
み
を
特
に
取

り
上
げ
て
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
説
文
に
見
え
る
文
字
に
は
注
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
文
字
の
と
こ
ろ
ま
で
注
す
る
に
至
り
出
く
わ
し
た
と
き
に
は
、

正
面
か
ら
取
り
組
む
の
が
執
筆
上
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
解
説
（
注
）
し

難
い
文
字
が
助
辞
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
避
け
ら
れ
な
い
。
読
む
者
も
ま
た

必
要
に
応
じ
て
そ
の
字
（
の
み
）
を
引
く
の
が
、
こ
の
よ
う
な
書
の
用
い

方
の
一
般
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
文
字
は
必
要
が
あ
っ
て
創
造
さ
れ
使
わ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
か
ら
、
説
文
一
書
が
コ
ト
バ
の
全
世
界
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、

助

辞
類
も
ま
た
、
そ
の
世
界
を
構
成
す
る
部
分

0

0

で
あ
ろ
う
。
世
界
全
体
と
の

か
か
わ
り
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
全
体
を
考
慮
し
て
注

を
整
え
る
の
が
、
段
氏
の
基
本
的
な
著
述
態
度
と
考
え
る
。

　

ゆ
え
に
、
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
段
氏
は
先
ず
「
意
」
即
ち
コ
コ
ロ
と

し
て
は
表
出
し
よ
う
と
す
る
強
さ
の
程
度
（
コ
コ
ロ
の
状
態
）
を
前
提
と

し
て
示
し
た
。
Ｂ

助
辞
類
で
は
、
相
互
の
連
関
を
考
え
（
段
氏
の
理
解

す
る
説
文
の
執
筆
法
に
拠
る
）、

助
辞
類
の
全
体
の
世
界
を
示
唆
す
る

よ
う
に
整
え
注
の
一
部
と
し
た
と
い
え
ま
い
か
。
少
な
く
と
も
こ
の
点

に
、
段
氏
に
専
著
が
な
く
と
も
、
独
得
の
考
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
察
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
専
著
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
モ
ジ
の
み
を
（
特
定
し
）
対

象
と
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
寧
ろ
段
氏

助
辞
説
は
、
よ
り
広
が
り
の

あ
る
助
辞
論
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
曾
字
下
で
い
う
よ
う

に
、
所
謂
虚
字
な
ど
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
体
系
的
に
端
的
な
表

現
で
ま
と
め
ら
れ
た
と
は
言
い
難
く
み
え
、
筆
者
に
は
判
然
と
し
な
い
点

も
あ
る
が
、
試
み
に
以
下
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
特
徴
が
今
日
的
に
み
て

認
め
ら
れ
る
か
を
述
べ
、
本
小
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。）

（（
（

　

１　

：
詮
　

こ
こ
に
・
こ
れ　
（
上
の
文
を
承
け
）
下
の
文
を
言
い

起
す
こ
と
ば
（
発
語
）

２　

者
：
別
事
　

こ
と
を
別
つ
。

上
に
の
べ
る
こ
と
に
付
し
（
一
旦
停
頓
）、
専
ら
下
の
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
指
す
（
語
気
）

３　

皆
：
俱
　

す
べ
て
具
わ
る
（
副
詞
、
総
括
）

４　

：

也　

疑
問

５　

魯
：
鈍
　

ニ
ブ
イ
（
形
容
詞
）

６　

：
識
　

認
識
が
速
く
口
か
ら
素
早
く
発
す
る
（
動
詞
）

７　

曾
：

之
舒
也　

コ
ト
バ
で
延
び
広
げ
て
重
ね
る
（
副
詞
、
加
添
）
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８　

乃
：

之
難
也　

コ
ト
バ
で
曳
く
（
副
詞
・
動
詞
・
接
続
詞
、
矯
め

る
・
転
じ
る
）

９　

尓
：

之
必
然
也　

こ
の
よ
う
で
あ
る

10　

矣
：
語
巳
　

コ
ト
バ
が
終
わ
る
こ
と
を
示
す

11　

矤
：
兄
　

増ま益
す
コ
ト
バ

12　

：
驚
　

驚
く
と
き
の
コ
ト
バ

13　

：
屰
惡
驚

也　

悪
む
べ
き
こ
と
に
出
遭
っ
て
驚
く
と
き
の
コ
ト

バ

14　

：
屰
鬼
警
　

追
儺
の
と
き
に
発
す
る
コ
ト
バ

15　

：

與
　

衆
く
（
の
人
）
に
関
連
す
る
と
い
う
と
き
の
コ
ト
バ

注（１
） 　

所
謂
助
詞
（
助
辞
と
も
）
及
び
虚
詞
（
虚
辞
と
も
）
に
つ
い
て
、
実
字
（
実

詞
・
実
辭
と
も
）
に
比
し
て
一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
い
え
る
だ
ろ
う
。

助
詞
は
虚
詞
と
関
係
し
、
実
字
に
対
す
る
表
現
で
あ
る
。
実
字
が
そ
れ
自
体
何

ら
か
の
観
念
を
表
わ
す
と
す
れ
ば
、
虚
詞
な
ど
は
そ
れ
自
体
で
は
何
ら
特
定
の
観

念
を
想
起
さ
せ
な
い
語
、
と
理
解
で
き
る
。
軽
く
、
弱
い
、
コ
ト
バ
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
直
截
に
表
現
し
難
い
「
何
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
を
表
わ
す
こ
と

が
、
他
の
語
（
実
辞
）
と
併
せ
て
補
助
的
に
使
わ
れ
初
め
て
可
能
と
な
る
。
そ
れ

自
体
が
本
来
持
つ
意
味
よ
り
機
能
に
よ
っ
て
生
き
多
様
に
活
躍
（
用
法
）
す
る
助

詞
類
は
、
多
彩
で
使
用
範
囲
が
広
い
の
で
あ
る
。
現
代
的
な
が
ら
一
先
ず
こ
れ
を

概
説
的
な
助
詞
説
と
し
て
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
段
注
が
そ
の
用
法
を
経
書
類

を
中
心
に
古
典
に
求
め
、
逐
一
文
字
の
成
り
立
ち
か
ら
用
法
に
個
別
に
解
説
し
た

説
文
の
い
く
つ
か
の
助
詞
を
具
体
的
に
見
て
、
段
説
の
特
徴
を
探
る
こ
と
と
す

る
。（
三
省
堂
『
言
語
学
大
辞
典 

第
6
巻 

術
語
編
』　

特
に
、
助
字
・
自
立
語
・

虚
辞
の
項
参
照
）

（
２
） 

　

　

九
上
29
ｂ　
（
司
部
一
字
目
）

　

意
內
而
言
外
也
。

①
有
是
意
於
內
、
因
有
是
言
於
外
謂
之

。
此
語
爲
全
書
之
凡
例
。

②
全
書
有
言
意
者
。
如

言
意
、

無
腸
意
、

悲
意
、

意
之
類
、
是

也
。③

有
言

者
。
如

詮

也
、
者
別
事

也
、
皆
俱

也
、

也
、
魯
鈍

也
、

識

也
、
曾

之
舒
也
、
乃

之
難
也
、

之
必
然
也
、
矣
語
巳

也
、
矤
兄

也
、

驚

也
、

屰
惡
驚

也
、

屰
鬼
警

也
、

衆
與

也

之
類
、
是
也
。

④
意
卽
意
內
。

卽
言
外
。
言
意
而

見
。
言

而
意
見
。
意
者
、
文
字
之
義

也
。
言
者
、
文
字
之
聲
也
。

者
、
文
字
形
聲
之
合
也
。
凡
許
之
說
字
義
皆
意
內

也
。
凡
許
之
說
形
、
說
聲
皆
言
外
也
。
有
義
而
後
有
聲
。
有
聲
而
後
有
形
。
造
字

之
本
也
。
形
在
而
聲
在
焉
。
形
聲
在
而
義
在
焉
。
六
藝
之
學
也
。

⑤

與
辛
部
之
辭
、
其
義
迥
別
。
辭
者
、
說
也
。
从

辛
。

辛
猶
理
辜
。
謂

文
辭
足
以
排
難
解
紛
也
。
然
則
辭
謂
篇
章
也
。

者
、
意
內
而
言
外
。
从
司
言
。

此
謂
摹
繪
物
狀
及
發
聲
助
語
之
文
字
也
。
積
文
字
而
爲
篇
章
。
積
而
爲
辭
。
孟
子

曰
。
不
以
文
害
辭
。
不
以

害
辭
也
。
孔
子
曰
。
言
以
足
志
。

之
謂
也
。
文
以

足
言
。
辭
之
謂
也
。
大
行
人
故
書
汁

命
。
鄭
司
農
云
。

當
爲
辭
。
此
二
篆
之

不
可

一
也
。

　

从
司
言
。

⑥
司
者
、
主
也
。
意
主
於
內
而
言
發
於
外
。
故
从
司
言
。
陸
機
賦
曰
。
辭
呈
材

以
效
伎
。
意
司
契
而
爲
匠
。
此
字
上
司
下
言
者
、
內
外
之
意
也
。
郭
忠
恕
佩
觿

曰
。
詞
朗
之
字
、
是
謂

行
。
本
作

朖
。
李
文
仲
字
鑒
曰
。
詞
朗
崩
秋
字
、
說
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文
作

朖

秌
。
是
可
證
古
本
不
作
詞
。
今
各
本
篆
作
詞
。
誤
也
。
似
茲
切
。
一

部
。

　

意
內
而
言
外
也
（
内
に
意お
も

え
ば
外
に
向
か
っ
て
言
う
）。

①　

コ
コ
ロ
（
表
現
し
た
い
気
持
ち
）
が
内
に
あ
る
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ

に
因
ん
で
コ
ト
バ
（
音
声
）
を
外
に
向
か
っ
て
発
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を

と
い
う
（
こ
れ
が

の
意
味
で
あ
る
）。
此
の
語
（

ト
イ
ウ
コ
ト
バ
）
は
全
書

の
凡
例
と
爲
る
。

②　
（
説
文
）
全
書
に
は
「
〜
意
」
と
説
解
に
言
う
場
合
が
あ
る
も
の
と
は
、

例
え
ば
、

は
「
言
意
」、

は
「
無
腸
意
」、

は
「
悲
意
」、

は
「

意
」

の
類
の
如
き
が
是
れ
で
あ
る
。

③　
「

」
と
説
解
に
言
う
場
合
が
あ
る
も
の
と
は
、
例
え
ば
、

は
「
詮

也
」、
者
は
「
別
事

也
」、
皆
は
「
俱

也
」、

は
「

也
」、
魯
は
「
鈍

也
」、

は
「
識

也
」、
曾
は
「

之
舒
也
」、
乃
は
「

之
難
也
」、

は
「

之
必
然
也
」、
矣
は
「
語
巳

也
」、
矤
は
「
兄

也
」、（
旬+

兮
）
は
「
驚

也
」、

は
「
屰
惡
驚

也
」、

は
「
屰
鬼
警

也
」、

は
「
衆
與

也
」
の

類
の
如
き
が
、
是
れ
で
あ
る
。

④　
（
こ
の
）「
意
」
は
他
で
も
な
く
即
り
（
説
解
の
）「
意
内
」
で
、「

」
は

他
で
も
な
く
即
り
「
言
外
」
で
あ
る
（（
意お
も

う
の
は
卽
り
内
に
て
意
い
、
モ
ジ
・
コ
ト
バ

は

即
り
外
に
む
か
い
言音
声

と
し
て
言
う
の
で
あ
る
）。
意
を
口
に
す
れ
ば
（
つ
ま
り

）

が
見ア
ラ

わ
れ
（
み
え
）
る
。

を
口
に
し
外
に
向
い
言
え
ば
（
内
な
る
）
意
が
見
わ

れ
る
。

意
と
い
う
も
の
と
は
、
文
字
の
義イ
ミ

で
あ
る
。
言
と
い
う
も
の
と
は
、
文
字
の

聲ハ
ツ
オ
ンで

あ
る
。

（
モ
ジ
と
し
て
の
コ
ト
バ
）
と
い
う
も
の
と
は
、
文
字
・
形
・

聲
の
合
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

凡
そ
許
（
慎
）
の
字
義
を
説
く
の
は
皆
て
「
意
內
」
で
あ
る
。
凡
そ
許
（
慎
）

の
形
を
說
き
、
聲
を
說
く
の
は
、
皆と
も

に
「
言
外
」
で
あ
る
。

義
が
有
っ
て
そ
う
し
て
後
に
聲
が
有
る
（「
意
内
」
が
あ
っ
て
そ
の
後
で
「
言

外
」
が
あ
る
・
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
音
声
と
し
て
口
に
出
す
）。
聲
が
有
っ

て
そ
う
し
て
後
に
形ジ

ケ
イ

が
有
る
（
発
音
し
て
後
に
そ
れ
を
形
に
す
る
モ
ジ
が
あ

る
）。（
こ
れ
が
）
造
字
の
根
源
（
根
本
的
原
因
）
で
あ
る
。

形
が
存
在
し
て
聲
は
焉こ
こ

に
存
在
す
る
。
形
と
聲
が
存
在
し
て
そ
う
し
て
義
は
焉

に
存
在
す
る
。
六
藝
の
學
問
（
六
経
＝
易
書
詩
禮
樂
春
秋
）
で
あ
る
。

⑤　

と
辛
部
（
十
四
下
23
ａ
）
の
辭
と
は
、
其
の
義
は
迥わ

か別
れ
る
。

辭
な
る
も
の
と
は
「
說
也
。
从

辛
。

辛
、
猶
理
辜
（「

辛
」
を
構
成
成

分
と
し
て
持
つ
と
は
猶ち
ょ
う

ど
「
辜ツ
ミ

を
理
さ
め
る
」
よ
う
だ
）」
で
あ
る
。
文
辭
が

（
そ
れ
で
）
以
て
難
し
い
こ
と
を
排
除
し
紛
れ
る
こ
と
を
解
く
に
足
る
こ
と
を
謂

う
（
意
味
す
る
）。
然
う
で
あ
れ
ば
そ
の
と
き
は
則
り
辭
は
篇
章
（
文
字
・
言
葉

の
連
続
体
―
文
章
）
を
謂
う
の
で
あ
る
。

な
る
も
の
と
は
、「
意
內
而
言
外
。
从
司
言
」
で
あ
る
か
ら
、
此
の
場
合
は
、

物
の
狀
態
を
摹
し
繪
と
し
て
え
が
き
發
聲
助
語
の
文
字
（
広
く
象
形
以
下
創
り
だ

さ
れ
た
モ
ジ
）
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
る
。

文
字
を
積
み
か
さ
ね
て
そ
う
し
て
篇
章
（
句
）
と
爲
る
。

を
積
み
か
さ
ね
て

辭
（
文
章
・
言
語
の
連
続
体
）
と
爲
る
。

孟
子
は
（『
孟
子·

萬
章
上
』
で
）「
不
以
文
害
辭
。
不
以

害
辭
也
（
モ
ジ
を

ば
も
っ
て
文
章
を
損
な
わ
な
い
。
コ
ト
バ
を
ば
以
っ
て
文
章
全
体
を
損
な
わ
な

い
」
と
い
う
。

孔
子
は
「
言
以
足
志
（
口
に
出
し
て
そ
れ
で
以
て
意
図
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
）
と
い
う
の
は
（『
左
傳·

襄
公
二
十
五
年
』）、（

＝
「
意
内
言
外
」）
の
謂い
み

で

あ
る
。

（『
周
禮
』「
春
官
宗
伯
・
大
祝
」）「
大
行
人
故
書
汁

命
」
で
「
鄭
司
農
云
「

當
為
辭
（
鄭
司
農
は
「

は
、
當
然
辭
に
爲
る
べ
き
だ
」
と
い
う
。
此こ

こ
は
、
二

篆
の

ぜ
て
一
つ
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
私
の
『
漢
讀
考
』

に
も
あ
る
）。

（
参
考
）
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・ 

孟
子
原
文　

不
以
文
害
辭
、
不
以
辭
害
志
、
以
意
逆
志
、
是
爲
得
之
、
如
以
辭

而
已
矣
：
モ
ジ
だ
け
取
っ
て
詩
句
の
意
味
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
詩
句

だ
け
取
っ
て
詩
の
言
い
た
い
こ
と
を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
詩
の
言
い
た
い
こ

と
の
意
を
汲
ん
で
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
詩
を
理
解
し
た
と
い
え
る
の
だ
。

 

・ 

孔
子
原
文　

言
以
足
志
、
文
以
足
言
。
不
言
誰
知
其
志
。
言
之
無
文
、
行
而
不

遠
：
一
般
的
な
解
釈
は
「
言
葉
に
よ
っ
て
意
図
が
伝
わ
り
、
文
飾
に
よ
っ
て
言

葉
が
生
き
る
。
言
葉
に
し
な
け
れ
ば
、
意
図
は
誰
に
も
伝
わ
ら
な
い
。
言
葉
に

し
て
も
文
飾
が
な
け
れ
ば
、
相
手
に
伝
わ
り
は
す
る
が
印
象
に
は
残
ら
な
い
。」

で
あ
ろ
う
。

 

・ 

周
礼
原
文　
「
大
行
人
故
書
汁
詞
命
作
六
辭
以
通
上
下
親
疏
遠
近
一
曰
祠
」
こ

の
校
勘
記
に
は
「
一
曰
祠
諸
本
同
、
唐
石
經
缺
、
漢
讀
考
云
「
祠
當
是
詞
之

誤
、
大
行
人
協
辭
命
注
、「
故
書
協
辭
命
」
作
「
汁
詞
命
」、
鄭
司
農
云
「
詞
當

為
辭
、
元
謂
辭
命
六
辭
之
命
也
」、
是
故
書
辭
作
詞
之
證
」
と
段
氏
の
説
を
引

く
。

　

从
司
言
（
言
を
司
る
）

司シ

（
な
る
も
の
）
と
は
、
主シ
ュ

（
つ
か
さ
ど
る
・
専
ら
と
す
る
）
で
あ
る
。
意
が

內
で
主
り
そ
う
し
て
音
声
言
語
が
外
へ
發
せ
ら
れ
る
の
で
、
故
に
「
从
司
言
（
言

を
司
る
）」
だ
。

陸
機
（
西
晋
二
六
一
〜
三
〇
三
）
は
賦
（
文
賦
）
で
「
辭
呈
材
以
效
伎
。
意
司

契
而
爲
匠
」
と
い
う
。

此
の
字
が
司
（
＝
意
＝
内
）
を
上
に
し
言
（
＝
外
）
を
下
に
す
る
こ
と
（
字

形
）
に
つ
い
て
は
、
內
外
の
意
（
考
え
）
か
ら
で
あ
る
（「
意
を
口
に
し
外
へ
発

す
る
」）。

郭
忠
恕
（
宋 

？
〜
九
七
七
）
は
『
佩
觿
』（
平
聲
十
陽
）
で
「
詞
・
朗
の
字
は
、

是
さ
に
（
時
代
が
下
っ
た
）
隷
書
や
行
書
で
、
本
ら
い
は

・
朖
に
作
る
」
と
い

う
。李

文
仲
（
元
、
生
卒
年
未
詳
）
は
『
字
鑒
』
で
「
詞
・
朗
・
崩
・
秋
の
字
は
、

說
文
（
小
篆
（
篆
文
）
で
は

・
朖
・

・
秌
に
作
る
」
と
い
う
。

是
れ
ら
は
ま
さ
に
古
く
本
ら
い
は
詞
に
作
ら
な
か
っ
た
證
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
各
本
テ
ク
ス
ト

で
は
篆
文
は
詞
に
作
り
、
誤
る
。
似
茲
切
（
シ
と
発
音
）。
一
部
。

（
３
） 　

段
注
は
、
単
に
モ
ジ
の
字
義
や
構
造
を
説
く
だ
け
で
は
な
く
、
創
ら
れ
た
モ
ジ

の
用
法
（
注
意
事
項
）
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
れ
は
段
氏
が
六
書
を
「
文
字
の
造
字
と

用
法
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
概
念
」（
十
五
篇
敘
）
と
定
義
す
る
こ
と
と
関
係
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
立
説
の
根
拠
と
し
て
引
か
れ
た
『
孟
子
』「
萬
章
上
」
の

孟
子
の
こ
と
ば
、『
左
傳
』「
襄
公
二
十
五
年
」
に
見
え
る
孔
子
の
こ
と
ば
、『
周

禮
』「
秋
官　

大
行
人
」
は
、
い
ず
れ
も
「

」
に
改
め
た
以
外
、「
意
」
と
「
言
」

に
関
連
す
る
重
要
な
語
「
文
」
や
「
志
」
に
つ
い
て
も
、
自
説
に
よ
っ
て
改
め
た

上
で
あ
る
（
後
述
）。
根
拠
の
徹
底
し
た
校
訂
は
、
周
到
と
は
い
え
る
が
、
独
得

で
あ
る
と
も
ま
た
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
経
書
の
『
周
禮
』
を
最
後
に

し
、
校
訂
が
多
め
の
『
孟
子
』
を
先
ず
引
く
引
用
の
順
は
、
段
氏
が
「
辭
」
と
そ

の
他
の
重
要
な
語
と
の
関
連
の
強
さ
を
計
っ
た
た
め
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、
こ
こ
で
「

」
が
モ
ジ
と
し
て
コ
ト
バ
（「
辭
」）
と
関
係
す
る
の
で
、

コ
ト
バ
の
諸
相
、
或
い
は
そ
の
働
き
か
ら
み
て
弱
い
、
所
謂
「
發
聲
」「
助
語
」

に
一
言
触
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「

」
に
は
所
謂
助
詞
・
虚
辭
と
の
関
連
が

あ
る
と
い
う
段
氏
の
考
え
が
看
て
取
れ
る
。
段
氏
に
助
詞
に
つ
い
て
の
独
自
の
説

が
あ
る
こ
と
が
想
わ
れ
る
。（
後
述
「
お
わ
り
に
」
参
照
）

（
４
） 　

本
来
は
こ
の
条
の
段
注
の
初
め
に
述
べ
、
以
下
「

」
で
一
貫
し
て
論
じ
た
方

が
す
ん
な
り
と
い
く
だ
ろ
う
が
、
出
た
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
必
要
な
場
所
で
述
べ
る

の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
触
れ
た
。

こ
の
「
从
司
言
」
型
は
、
文
章
と
し
て
読
め
る
ゆ
え
「
言
を
司
る
」
と
動
賓
構

造
と
解
す
べ
き
で
、「
司
」
を
上
部
に
「
言
」
を
下
部
の
字
形
で
あ
る
べ
き
と
主

張
す
る
。

文
字
構
成
要
素
の
あ
る
べ
き
位
置
に
つ
い
て
は
屡
し
ば
触
れ
、
混
乱
を
来
し
た

中
に
あ
っ
て
混
乱
せ
ず
守
っ
た
姿
を
残
す
も
の
が
あ
る
事
実
に
言
及
す
る
。
説
文



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 306 —

の
字
体
（
親
字
）
が
譌
り
と
し
て
正
す
小
学
の
書
に
そ
れ
ら
が
あ
り
、
段
注
で
は

五
代
の
郭
忠
恕
『
佩
觿
』
と
元
の
李
文
仲
『
字
鑒
』
と
は
屡
し
ば
併
せ
て
そ
の
根

拠
と
さ
れ
る
。
六
朝
修
辞
主
義
文
学
の
先
導
者
と
し
て
技
法
を
駆
使
し
幅
広
く
創

作
し
た
陸
機
「
文
賦
」
は
、
美
文
形
式
の
優
れ
た
文
学
理
論
と
し
て
名
高
い
。

そ
の
「
辭
」
と
「
意
」
が
含
ま
れ
た
段
氏
引
用
文
は
、
正
し
く
は
「
辭
程
才
以

效
伎
、
意
司
契
而
爲
匠
」。「
呈
（
き
ま
り
）」「
材
（
も
と
と
し
て
利
用
可
能
な
も

の
）」
と
改
め
引
く
の
は
説
文
（
本
義
）
に
よ
っ
た
ゆ
え
で
、
材
を
呈
と
し
、
そ

れ
で
以
て
伎
が
効
く
の
が
辭
で
あ
る
と
す
る
。
次
い
で
「
意
司
契
而
爲
匠
」
で

「
意
」
が
「
契モ
ジ

」
を
「
司
」
る
こ
と
が
匠た
く
み

と
な
る
（
コ
コ
ロ
が
コ
ト
バ
や
モ
ジ
を

司
り
そ
う
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
る
）
と
い
う
点
が
、「
言
」
部
で

は
な
く
「
司
」
部
に
置
か
れ
た
「

」
の
文
字
要
素
の
あ
る
べ
き
位
置
の
主
張
へ

と
続
く
。
巧
み
な
展
開
に
よ
り
的
確
に
「
文
賦
」
を
引
用
、
コ
コ
ロ
を
表
に
出
せ

ば
達
意
の
文
辞
で
あ
る
べ
き
と
い
う
段
氏
の
修
辞
学
的
な
文
学
論
を
垣
間
見
る
。

以
上
、
や
や
強
引
に
改
め
て
論
を
進
め
る
感
も
あ
る
が
、
総
じ
て
、
段
説
の
根

拠
、
つ
ま
り
自
分
の
拠
り
所
（
正
し
い
根
拠
の
提
示
）
を
示
し
、「

」
に
つ
い

て
基
本
的
な
こ
と
を
網
羅
的
に
説
き
、
凡
例
的
な

に
付
さ
れ
た
注
に
相
応
し
い

で
あ
ろ
う
。
⑥
が
証
拠
と
し
て
あ
る
ゆ
え
に
、
①
や
②
の
各
例
の
的
確
さ
、
及
び

⑤
の
主
張
や
発
展
的
に
「

」
が
ど
こ
ま
で
を
含
む
か
を
理
解
で
き
る
構
成
と
い

え
よ
う
。

（
５
） ― 

１　

意
（
十
下
24
ｂ
）
は
「

志
也　

从
心
音　

察
言
而
知
意
也
」
で
あ

る
。
こ
の
直
前
（
24
ｂ
）
に
置
か
れ
た
志
「

意
也
。
从
心

、

亦
聲
」
と
轉

注
の
関
係
に
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
異
な
る
こ
と
は
『
爾
雅
』
の
こ
と
よ
り
明
ら

か
で
あ
る
。
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
所
以
で
あ
る
。

意
の

説
解
下
で
、「
志
は
即
ち
識
、
心
が
識
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
意
の
訓
は

測は
か
る度

と
為
し
、
記し
る
す

と
為
す
。」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
意
」
に
続
き
「
恉
」（
意
也
）

を
次
い
で
排
す
る
の
で
、「
意
」
と
轉
注
の
関
係
の
三
文
字
が
並
ぶ
が
、
先
頭
の

「
志
」
に
お
い
て
最
も
詳
し
い
（
総
論
と
す
れ
ば
通
常
の
配
列
と
や
や
異
な
る

か
）。
以
下
で
深
く
関
係
す
る
ゆ
え
、
関
連
し
て
も
基
本
義
は
紛
れ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
主
張
と
し
て
「
識
」「
志
」「
知
」
の
段
注
も
見
よ
う
。

十
下
24
ｂ　

意　
「

志
也　

从
心
音
」

　

志
で
あ
る
。

志シ

は
他
で
も
な
く
即
り
識
シ
・
シ
ョ
ク

で
、「
心
所
識
也
（
心
が
識
る
と
こ
ろ
）」。
意
の

訓
は
測は
か
る度

と
爲し

、
記し
る
す

と
爲す

る
。
測
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
で
は

（
意
の
文
字
遣
い
と
意
味
用
法
に
鑑
み
て
順
に
）「
毋
意
、
毋
必
」（
子
罕
第
九
）、

「
不
逆
詐
、
不
億
不
信
」（
憲
問
第
十
四
）、「
億
則
屢
中
」（
先
進
第
十
一
）
の
如

く
で
あ
る
。
其
の
（
イ
ミ
の
）
字
で
は
俗
に
億ヨ
ク

（
入
聲
24
職
）
に
作
る
。

記
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
人
が
記
憶
と
云
う
如よ

う
な
の
が
是
れ
で
あ

り
、
其
の
（
イ
ミ
の
）
字
で
は
俗
に
憶ヨ
ク

ヨ
ク
（
入
聲
24
職
）
に
作
る
。

『
大
學
』（
所
謂
「
格
物
知
至
」
を
説
く
）
に
「
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
」
と

曰
う
が
、
誠
と
は
其
の
心
の
識
る
所
を
實
た
す
こ
と
を
謂
う
。（
ま
た
）「
所
謂
誠

其
意
者
（
毋
自
欺
也
。）
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
」
で
、
鄭
（
玄
）

は
「
謙
讀
爲
慊
（
謙ケ
ン

は
慊ケ
フ

に
讀
み
か
え
る
）」
と
云
う
が
、
慊
の
意
味
と
発
音
を

一
語
で
言
え
ば
「
厭エ
ム

（
あ
き
足
り
る
・
意
に
適
う
）」
で
あ
る
。
按か
ん
が

え
る
に
、
厭

は
當
然
猒
に
爲つ
く

る
べ
き
で
あ
る
。
猒
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
足
也
（
た

る
）」
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

心
と
音
を
構
成
成
分
と
し
て
持
つ
（
＝
心
が
発
言
と
な
り
現
れ
る
）。

會
意
。
於
記
切
（
イ
と
発
音
、
去
聲
７
志
）。
一
部
。
古
音
は
入
聲
で
、
於
力

切
（
ヨ
ク
と
発
音
）。

　

言
ハ
ツ
ゲ
ン

を
察
し
て
而
し
て
意
図
を
知
る
。

音
に
从
う
意
を
說
く
。

参
考
（
廣
韻
）　

意
（
＝
志
也
。
又
姓
。
於
記
切
（
イ
）　

四
）

入
24
職　

憶
（
＝
念
也
。
於
力
切
（
ヨ
ク
）。
十
七
）・
億
（
＝
十
万
曰
億　

又
安
也　

度
也
）。

（
５
） ― 
２　

十
下
24
ｂ　

志シ

「

意
也
。
从
心

、

亦
聲
」
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意
で
あ
る
。
心
と
之
と
を
構
成
成
分
と
し
て
持
ち
（
即
ち
心
が
之
く
）、
之シ

は
亦
た
同
時
に
そ
の
発
音
。

按
え
る
に
、
こ
こ
の
篆
文
（
小
篆
）
は
小
徐
本
テ
ク
ス
ト

に
は
な
く
、（
載
せ
る
）
大

徐
は
「
意
」
下
（
説
解
）
に
「
志
也
」
と
い
う
こ
と
を
ば
以
っ
て
、
こ
こ
に
補
い

十
九
文
字
の
ひ
と
つ
と
し
、
原
も
と
は
「
从
心
之
聲
」
に
作
っ
た
。（
私
は
）
今

は
更
に
ま
た
二
字
（
文
字
を
改
め
「
之
亦
」）
を
増
し
、
大
徐
に
依
っ
て
こ
こ
に

排
し
た
。

「
志
」
が
録
さ
れ
な
い
所わ
け

に
つ
い
て
は
、『
周
禮
』（
春
官
宗
伯
・
天
星
を
掌
り

吉
凶
を
観
る
）「
保
章
氏
」
の
（
鄭
玄
は
）
注
で
「
志
古
文
識
（
志
は
古
文
の
識
）」

と
い
う
か
ら
だ
。
蓋
ん
古
文
は
志
は
あ
る
が
識
は
な
く
、
小
篆
は
と
い
え
ば
乃
り

識
の
字
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。「
保
章
氏
」
の
注
で
「
志
古
文
識
」
と
い
い
、
識

は
「
記
也
」
で
あ
る
。（『
禮
記
』）「
哀
公
問
」
で
は
注
に
「
志
讀
為
識
（
志
は
識

に
讀
み
か
え
る
）」
と
い
う
。
識
は
「
知
也
」
で
あ
る
。
今
の
識
字
は
、
志
韵

（
去
聲
７
志
）
と
識
韵
（
入
聲
24
職
）
に
分
け
て
二
つ
に
解
す
が
、
而
し
な
が
ら

古
く
は
二
音
に
分
け
な
い
の
で
、
こ
の
場
合
は
則
り
二
つ
に
解
す
る
義
も
ま
た
同

じ
く
通
じ
る
。
古
文
は
志
に
作
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
則
り
志
と
は
「
記
也
」「
知

也
」
で
あ
る
。

恵
定
宇
（
棟
、
一
六
九
七 

― 

一
七
五
八
Ｂ
Ｃ
）
は
、（『
九
経
古
義
』
の
）「
論

語
」
で
「「（
子
張
第
十
九
）
賢
者
識
其
大
者
、
蔡
邕
（
一
三
二
あ
る
い
は
一
三
三

〜
一
九
二
Ｂ
Ｃ
）『（
熹
平
）
石
経
』
作
志
。（
述
而
云
）「
多
見
而
識
之
」、『
白
虎

通
』（
引
）
作
志
、（
僖
公
二
十
四
年
）『
左
傳
』
曰
「
以
志
吾
過
」、
又
曰
（
昭
公

四
年
）「
且
曰
志
之
」、
又
曰
（
昭
公
十
三
年
）「
再
聘
以
志
業
」」
と
い
う
。
さ
ら

に
又
（
恵
棟
の
例
の
ほ
か
に
は
「
定
公
八
年
」
で
は
）「
吾
志
其
目
也
」」
と
い
う
。

『
尚
書
』（
盤
庚
）
に
「
若
射
之
有
志
」
と
い
い
、（『
儀
禮
』）「
士
喪
禮
」
の
「
志

矢
」
で
は
（
鄭
玄
は
）
注
し
て
「
志
猶
擬
也
（
志シ

は
猶
う
ど
擬ギ

（
ハ
カ
ル
）
の
よ

う
で
あ
る
）」
と
い
う
。

今
人
は
分
け
て
「
志
向
（
シ
・
ム
カ
ウ
）」
は
一
字
、「
識
記
（
シ
キ
・
シ
ル

ス
）」
は
一
字
、「
知
識
（
チ
・
シ
ル
）」
は
一
字
だ
が
、
古
く
は
た
だ
一
字
一
音

（
志シ

）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

更
に
ま
た
「
旗は

た幟
」
は
ま
た
同
様
に
ほ
か
で
も
な
く
即
り
「
識シ

」
字
を
用
い

る
。（
こ
の
場
合
は
）
則
り
ま
た
同
様
に
「
志
」
字
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

（
用
い
て
よ
い
）。

『
詩
』
の
序
（
詩
序
）
に
「
詩
者
、
志
之
所
之
也
。
在
志
為
志
、
發
言
為
詩
。

志
之
所
之
不
能
無
言
。」
と
い
う
。
故
に
識
は
言
に
从
う
。

「
哀
公
問
」
注
に
「
志
讀
為
識
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
漢
の
時
代
に
は

志
と
識
は
已
に
字
を
殊
に
し
て
い
た
か
ら
だ
。

許
（
慎
の
説
文
）
で
は
心
部
に
志
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蓋
ん
其
の
古
文

の
識
に
即
し
た
の
だ
が
而
し
な
が
ら
識
の
下あ
と

に
は
載
せ
そ
こ
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。

職
吏
切
（
シ
と
発
音
）。
一
部
。

以
上
か
ら
、「
志
」
は
⑤ 

― 

１
「
意
」
の
「

志
也
」
よ
り
「

」
の
説
明
に

近
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
志
猶
擬
也
」
の
注
か
ら
、
志
は
擬
な
ら
ば
度ド

に
同
じ

で
、
つ
ま
り
「
意
」
と
結
び
付
く
。
巧
み
で
あ
る
。
な
お
、
恵
棟
の
『
九
経
古

義
』
の
件
は
、「
志
古
文
識
（
志
は
古
文
の
識
）」
の
例
と
し
た
引
用
が
本
文
と
は

異
な
る
。
恵
棟
は
「『
論
語
』
と
『
左
傳
』
は
皆
に
壁
中
か
ら
出
た
の
で
ゆ
え
に

古
文
が
多
い
。
賈
公
彦
は
「
古
文
の
文
字
で
志
は
少
な
い
。
意
の
（
イ
ミ
の
）
志

と
記
識
の
（
イ
ミ
の
）
志
は
同
じ
」
と
述
べ
る
。

（
５
） ― 

３　

五
下
25
ｂ　

知
「

也　

从
口
矢
」

　

で
あ
る
。

白
部
で
「

、
識

也
。
从
白
、
从

、
从
知
」
と
い
う
。
按
え
る
に
此
の

「

也
」
の
上
に
は
ま
た
同
じ
よ
う
に
當
然
「
識
」
字
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
（
つ

ま
り
「
識

也
」）。
知
と

は
義
が
同
じ
な
の
で
、
故
に

は
知
に
作
る
の
だ
。

　

口
と
矢
と
を
構
成
成
分
と
し
て
も
つ
。

識
り
か
た
が
敏
い
の
で
、
故
に
口
よ
り
出
る
も
の
に
つ
い
て
は
矢
の
よ
う
に
疾
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の
で
あ
る
。
陟
离
切
（
チ
と
発
音
）。
十
六
部
。

（
５
） ― 
４　

三
上
12
ｂ　

識
「

常
也　

一
曰
知
也　

从
言
戠
聲
」

　

常
で
あ
る
。

「
常
」
は
當
然
「
意
」
と
爲
べ
き
で
あ
り
、
字
の
誤
で
あ
る
。
草
書
体
で
は
常

と
意
は
相た
が

い
に
似
る
。
六
朝
で
は
草
体
を
ば
以
っ
て
寫
書
し
た
。
草
体
に
迨
ん
で

眞
を
変
え
ら
れ
た
の
だ
。
譌ア
ヤ
マ
リ誤

と
は
往
往
に
し
て
此
の
如
う
だ
。「
意
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
志
也
」
で
、
志
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
心
が
之
く
所わ
け

で
あ
る
。
意イ

と
志シ

と
、
志
と
識シ
ョ
ク

と
、
古
く
は
皆
て
通
用
し
た
。
心
の
存
る
所
は

こ
れ
を
意
と
謂
う
。
所
謂
「
知
識
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
此
こ
で
あ
る
。

『
大
學
』
の
「
誠
其
意
（
其
の
意
を
誠
に
す
る
）」
は
、
他
で
も
な
い
卽
り
其
の
識

る
こ
と
を
實
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一あ
る

い
は
知
と
曰
う
。

矢
部
に
知
は
「
識

也
」
と
い
う
。
按
え
る
に
凡
そ
知
識
（
シ
ル
の
識
、
シ
キ

･

シ
ョ
ク
、
入
聲
賞
職
切
）、
記
識
（
シ
ル
ス･
オ
ボ
エ
ル
の
識
、
シ　

去
聲･

職

吏
切
）、
標
識
（
シ
ル
シ
の
識
、
シ
）
は
、
今
人
は
入
（
24
職
）・
去
（
７
志
）
二

聲
に
分
け
（
意
味
を
そ
の
発
音
に
負
わ
せ
）
る
が
、
古
に
は
入
・
去
の
分ち
が
い别

は
無

か
っ
た
の
で
、
三
者
は
實
は
一
義
で
あ
る
。

 

言
を
構
成
成
分
と
し
て
も
ち
戠シ
キ

が
そ
の
発
音
。
賞
職
切
（
シ
ョ
ク
と
発

音
）。
一
部
。

参
考
（
廣
韻
）：
識
（
去
聲
７
志　

職
吏
切
・
シ
）　

標
識
。
見
禮
。
本
音
式　

識
（
入
聲
24
職
）　

說
文
云
、
常
也
。
一
曰
知
也
。
賞
職
切
（
シ
ョ
ク
）　

十

（
６
） 　

こ
の
字
の
段
注
に
も
「
某

」
と
い
う
字
の
例
を
挙
げ
る
。
当
該
15
字
と
異
な

る
も
の
に
（

）「
出
气

」、
各
「
異

也
」
が
あ
り
、
拙
稿
の
補
足
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
「
某

」
類
の
例
を
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
そ
も
そ
も

で
は
な
く
「
辭
」
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
段
氏
は
紛
れ
て
は
い
け
な
い

も
の
と
他
の
字
下
で
説
く
。
そ
の
上
で
、

の
例
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
義
は
「
誰

也
」、
爾
雅
（
釋
詁
）
の
「

、
孰
、
誰
也
」、
即
ち
問
う
こ
と
ば
と
説
く
。
八

上
13
ｂ
何
の
段
注
に
「
誰
何
孰
三
字
皆
問

（
誰
、
何
、
孰
の
三
字
は
皆す
べ

て
問
う

）」
と
あ
る
。

（
７
） 　

こ
の
字
は
知
（
五
下
25
ｂ
）
に
同
じ
と
い
う
。

知
は
「

也
。

从
口
矢
」
で
あ
る
が
、

の
説
解
下
で
白
部
の

に
拠
っ

て
「
識

也
」
で
あ
る
べ
き
と
す
る
。
そ
の
識
（
三
上
12
ｂ
）
は
「
常
也
」
と
あ

る
ま
ま
に
し
て
お
き
訂
し
な
い
説
解
を
「
意
也
」
と
す
べ
き
と
段
注
で
述
べ
る
。

（
８
） 　

儺
（
本
来
は
「

行
有
節
也
（
行
い
に
節
度
が
あ
る
）」）
に
通
じ
る
と
段
注
は

い
う
。
追
儺
の
様
子
は
『
論
語
』「
郷
黨
」（
皇
侃
の
『
義
疏
』「
郷
人
儺
（
口
作

儺
儺
之
聲
）」）
に
見
え
る
。
呪
文
を
唱
え
、
大
声
を
発
し
桙
で
楯
を
打
ち
、
特
殊

の
弓
と
矢
で
疫
で
あ
る
鬼
を
駆
逐
す
る
。
宮
中
行
事
と
し
て
わ
が
国
で
も
行
わ

れ
、
今
日
で
は
節
分
の
「
鬼
は
外
」
と
し
て
残
る
。
鬼
（
疫
）
を
退
け
る
た
め
に

「
大
き
な
音
や
声
を
出
す
」
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
９
） 　

筆
者
の
以
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
説
文
解
字
』
研
究
―
段
注
に
散
見
す
る
方
言
・
方
俗
・
事
物
・
事
象
に
つ
い
て

の
一
考
察
―
資
料
編
①
江
蘇
一
帯
（『
中
国
語
学
』
234
号　

一
九
八
七
）、『
説
文

解
字
』
研
究
―
段
注
に
散
見
す
る
江
蘇
記
載
部
分
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
（『
東

京
都
立
大
学
人
文
学
報
』
198
号　

一
九
八
八
）、
段
注
に
散
見
す
る
〝
今
俗
〜
”

に
つ
い
て
―
段
注
に
お
け
る
俗
語
を
考
え
る
―
（『
中
国
語
学
』
235
号　

一
九
八

八
）　
（
研
究
ノ
ー
ト
）『
説
文
解
字
注
』
に
散
見
す
る
俗
語 

資
料
編
（
２
）（『
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
７　

一
九
八
八
）

（
10
） 　

以
下
は
本
小
稿
の
目
的
で
も
な
く
、
筆
者
が
考
究
す
る
段
玉
裁
自
身
の
文
字
説

に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
段
氏
が
整
え
た
Ｂ
類
の
説
解
か

ら
、
清
朝
の
劉
淇
が
著
わ
し
た
訓
釈
と
用
例
を
施
し
た
韻
引
き
字
書
で
あ
る
『
助

字
辨
略
』（
一
七
一
一
年
初
版
）
の
自
叙
で
い
う
凡
四
百
七
十
六
字
を
分
類
し
た

三
十
類
が
思
わ
れ
る
。
ま
た
段
氏
同
門
の
王
念
孫
の
子
で
あ
る
引
之
に
は
『
經
傳

釋
詞
』（
四
部
分
類
で
は
経
部
小
学
類
訓
詁
之
属
）
と
い
う
助
詞
に
関
す
る
専
著
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が
あ
る
。
い
ま
少
し
触
れ
る
所
以
で
あ
る
。

劉
書
で
は
、
助
辭
（
字
）
と
は
虚
辭
（
字
）
を
い
う
よ
う
で
段
氏
と
重
な
る
術

語
（
表
現
）
が
多
い
こ
と
か
ら
、
段
氏
当
時
の
分
類
基
準
の
基
本
性
を
想
わ
れ

る
。
楊
樹
達
は
「
助
字
辨
略
跋
」
で
「（
助
字
と
は
虚
字
で
）
今
の
所
謂
語
気

詞
・
関
係
詞
な
ど
で
あ
る
が
、
唯
こ
の
書
の
辧
け
る
と
こ
ろ
で
は
、
偶
々
兼
ね
て

副
詞
に
も
及
ぶ
」
と
述
べ
、
更
に
双
璧
と
な
る
後
出
の
王
引
之
の
書
と
比
し
て

「『
辨
略
』
は
訓
釋
と
體
例
は
或
い
は
亂
雜
で
あ
る
こ
と
を
嫌う
ら

む
。
舊
文
を
援
い
て

根
據
と
す
る
が
未
だ
必
ら
ず
し
も
盡
く
其
の
初
め
に
溯
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
引

用
し
た
材
料
は
元
曲
の
助
字
で
未
收
の
も
の
を
除
く
外
、
經
史
子
集
、
詩
詞
雜
說

は
並
べ
て
皆
な
截
取
す
る
。
精
審
さ
は
王
氏
の
『
釋
詞
』
に
及
ば
ぬ
が
、
然
し
收と
り

羅お
さ

め
る
も
の
の
豊
富
さ
と
引
用
材
料
の
廣
範
さ
の
て
ん
で
は
『
繹
詞
』
が
未
だ
逮

ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
。

主
要
参
考
文
献

段
玉
裁 

六
書
音
均
表
・
周
禮
漢
讀
考
・
古
文
尚
書
撰
異
・
詩
經
小
學
・
毛
詩
故
訓
傳

定
本
小
箋

狩
野
直
喜　

中
国
哲
学
史
、
特
に
東
漢
と
清
朝
の
条
（
岩
波
書
店　

一
九
五
三
）

倉
石
武
四
郎　

中
国
文
学
講
話
（
岩
波
新
書　

一
九
六
八
）

吉
川
幸
次
郎 

仁
斎
・
徂
徠
・
宣
長
（
岩
波
書
店　

一
九
七
五
）・
中
国
文
学
史
（
岩
波

書
店
）

短
長
亭
集
、
特
に
Ⅱ　
（
筑
摩
書
房　

一
九
六
四
）

賴
惟
勤 

説
文
入
門
（
一
九
八
三
）・
中
国
古
典
を
読
む
た
め
に
（
一
九
九
六
）（
以
上
、

大
修
館
書
店
）

東
京
大
学
中
国
文
学
研
究
室
編　

中
国
の
名
著　
（
勁
草
書
房　

一
九
六
一
）

清　

劉
淇　

助
字
辨
略

王
引
之　

經
傳
釋
詞
（
嘉
慶
三
年
二
月
一
日
高
郵
王
引
之
敘
）

近
人　

馮
桂
芬　

説
文
解
字
段
注
攷
正
（
中
文
出
版
社　

手
稿
本
影
印
本
）

楊
樹
達　

助
字
辨
略
跋
・
詞
詮
・
高
等
国
文
法
（
総
論
）

楊
伯
峻　

文
言
虚
詞
（
中
華
書
局　

一
九
六
五
）・
古
漢
語
虚
詞
（
中
華
書
局　

一
九
八
〇
）

三
省
堂
『
言
語
学
大
辞
典 

第
６
巻 

術
語
編
』
特
に 

ｐ
723~

国
史
大
辞
典
：
伊
藤
東
涯
・
荻
生
徂
徠
・
追
儺　
（
吉
川
弘
文
館
）

伊
藤
東
涯　

操
觚
字
訣
・
荻
生
徂
徠　

訳
文
筌
蹄　

（『
漢
語
文
典
叢
書
』
吉
川
幸
次
郎
・
小
島
憲
之
・
戸
川
芳
郎　

汲
古
書
院　

一
九
九
八

（
５
）
操
觚
字
訣
・
用
字
格
・
實
字
解　
（
３
）
譯
文
筌
蹄
初
編
）

平
凡
社　

中
国
文
学
大
系
：
詩
経
・
孟
子
・
春
秋
左
氏
傳
・
史
記

貝
塚
茂
樹　

論
語
（
中
公
文
庫　

一
九
七
五
）


